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9. 研究実績の概要

本研究の目的は、情報科で形成されるべき学力を明らかにすることである。情報科の目標を「情報を軸としてさまざまな事象を捉えよ
うとする見方や考え方の育成」と捉え、情報科は「情報的な見方・考え方の育成」を目指すべきと主張するものである。「情報的な見
方・考え方」は、（１）日本学術会議が提案する「新しい学術の体系」（２）The Royal Society,“Shut down or Restart?　The way
 forward for computing in UK schools，から導いた。成果として「情報的な見・考え方」の定義と中心概念を以下に示す。『①情報
を軸として事象を捉えるために，また，②情報を介して人工物（制度・方策等を含む）を案出して新たな価値を生むために，情報に関
わる知識や技能などを駆り出す原動力』前半①が認識科学を、後半②が設計科学を意図している。
・認識科学の中心概念
１）情報の普遍原理を通して事象を理解する見方・考え方、２）事象を，情報を軸としてモデル化・抽象化する見方・考え方、３）シ
ステム的な構造を使って事象を読み解く見方・考え方
・設計科学の中心概念
１）情報や情報技術に関わる問題を発見し，解決する見方・考え方、２）情報を目的に合わせて設計し，構築する見方・考え方、３）
計算モデルの設計とコンピュータにより自動実行させる見方・考え方、４）情報処理の原理や仕組みをコンピュータやネットワークな
どの情報機器で実現する見方・考え方、５）情報を扱う技術やシステムを評価し，運用する見方・考え方（情報ガバナンス）、６）情
報を社会のために生かし健全な社会を構築するための健全で批判的な見方・考え方、７) 高度情報社会におけるよりよい社会的ルール
を構築，遵守する見方・考え方
本成果の意義と重要性は、情報ワーキンググループが検討している情報科の「見方・考え方」に先駆けて提案した点である。
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